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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年4月22日(2021.4.22)

【公開番号】特開2019-206720(P2019-206720A)
【公開日】令和1年12月5日(2019.12.5)
【年通号数】公開・登録公報2019-049
【出願番号】特願2019-155919(P2019-155919)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/336    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   8/42     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   71/02     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   43/00     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   65/336    　　　　
   Ｃ０８Ｆ    8/42     　　　　
   Ｃ０９Ｋ    3/10     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月2日(2021.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主鎖末端における末端基が、下式１で表される反応性ケイ素基、活性水素含有基又は不
飽和基のいずれかであり、１分子中に含まれる活性水素含有基の数は、平均して０．３個
以下であり、１つの主鎖末端に平均して１．０個より多くの前記反応性ケイ素基を有し、
前記末端基の合計に対する前記反応性ケイ素基の数の割合で表されるシリル化率が５０モ
ル％超、９７モル％以下であるオキシアルキレン重合体と、主鎖末端に下式１で表される
反応性ケイ素基を有し、数平均分子量が１５，０００～８０，０００であり、分子量分布
が１．８以下である（メタ）アクリル酸エステル重合体を含む硬化性組成物。
　－ＳｉＸａＲ３－ａ　式１
　［式中、Ｒは炭素数１～２０の１価の有機基であって、加水分解性基以外の有機基を示
し、Ｘは水酸基又は加水分解性基を示す。ａは１～３の整数である。ａが１の場合、Ｒは
互いに同一でも異なってもよい。ａが２以上の場合、Ｘは互いに同一でも異なってもよい
。］
【請求項２】
　前記オキシアルキレン重合体は、少なくとも１つの主鎖末端が下式２で表される原子団
である、請求項１に記載の硬化性組成物。
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【化１】

（式中、Ｒ１，Ｒ３はそれぞれ独立に２価の炭素数１～６の結合基を示し、結合基中の炭
素原子に結合している原子は、炭素原子、水素原子、酸素原子、窒素原子、又は硫黄原子
である。Ｒ２，Ｒ４はそれぞれ独立に水素原子又は炭素数１～１０の炭化水素基を示す。
ｎは１から１０の整数を示す。Ｒ５はそれぞれ独立に、炭素数１～２０の１価の有機基で
あって、加水分解性基以外の有機基を示し、Ｙはそれぞれ独立に水酸基又は加水分解性基
を示す。ｂは１～３の整数である。Ｒ５が複数存在する場合、Ｒ５は互いに同一でも異な
ってもよい。Ｙが複数存在する場合、Ｙは互いに同一でも異なってもよい。）
【請求項３】
　前記オキシアルキレン重合体が、１分子中に主鎖末端を２個有し、各主鎖末端に前記末
端基を２個有する、請求項１又は２に記載の硬化性組成物。
【請求項４】
　前記式１で表される反応性ケイ素基、活性水素含有基又は不飽和基のいずれかである末
端基を１つの主鎖末端に１個有し、かつ１つの主鎖末端に平均して反応性ケイ素基を０．
５個超１．０個以下有するオキシアルキレン重合体をさらに含む、請求項１～３のいずれ
か一項に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　１つの主鎖末端における末端基が、不活性な１価の有機基であり、１つの主鎖末端に平
均して前記式１で表される反応性ケイ素基を０個超０．５個以下有するオキシアルキレン
重合体をさらに含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　シーリング材用途である、請求項１～５のいずれか一項に記載の硬化性組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか一項に記載の硬化性組成物の硬化物。
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